
６月９日（日）、南相馬市小高区塚原地内海岸防災林にて「第１２回南相馬市
鎮魂復興市民植樹祭」が開催されました。植樹祭には、東北地本から１０名（仙
台６名・郡山４名）、関東地本１名、中央本部２名の１３名が参加しました。
１２時に東日本大震災で犠牲になられた方々へ黙祷を捧げ、開会式をおこ
なった後、植樹を開始しました。

まずはポット苗に水分を含ませるため、たらいの水にポット苗をつけて斜面の
上の方に運び、１人１５～２０本の苗を丁寧に植えていきました。植樹後は、切
り藁の入った大きな袋を抱えて斜面を登り、隙間のないように敷きました。切り
藁を均等に敷くのは一苦労しました。次に１０人ほどが並び、バケツリレーのよ
うにして、声をかけながら長い藁を斜面の上に運び、地面に敷きました。最後に
縄で固定し、仕上げに水を撒き、割り当てられた区画（Ａ－９）の植樹が終了し
ました。
植樹祭に参加した組合員は、震災の経験や教訓を忘れず、犠牲になった
方々の鎮魂と自然を大切にする思いを新たにしました。
貨物労組は引き続き「いのちの森づくり運動」を展開し、地球環境を守り自然
を大切にする仲間を広げていきます。
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第１２回南相馬市鎮魂復興市民植樹祭へ
組合員１３名参加！！
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